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信州・新風・みらい 検 索

常任委員会等構成常任委員会等構成 （◎委員長　◯副委員長）

総務企画警察
県民文化健康福祉
環境産業観光
農政林務
危機管理建設
文教企業
議会運営
決算特別（内定）

　高橋　宏　　　小島康晴　〇石和　大
　竹内久幸　　　吉川彰一　　山岸喜昭 
　荒井武志　　　今井愛郎
　小林東一郎　〇花岡賢一 
　堀場秀孝　　◎依田明善
　埋橋茂人　　〇寺沢功希
　竹内久幸　　〇小林東一郎　山岸喜昭
　小島康晴　　◎堀場秀孝　　今井愛郎

下
沢
代
表
が
副
議
長
に
就
任

　
1
月
26
日
、
東
御
市
中

央
公
民
館
に
お
い
て
「
信

州
・
新
風
・
み
ら
い
」

に
よ
る
2
回
目
の
県
政

対
話
集
会
を
開
催
、
東

御
市
民
を
中
心
に
約

2
0
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
東
御
市
区
選
出
の
石

和
大
県
議
司
会
の
も

と
、
下
沢
順
一
郎
代
表

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

当
会
派
の
12
名
の
県
議

が
自
己
紹
介
を
行
い
、

そ
の
後
、
対
話
形
式
で

行
わ
れ
た
意
見
交
換
で

は
、
予
定
時
間
を
超
え

12
名
の
方
々
か
ら
貴
重

な
ご
発
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
議
会
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
る
姿
が
見
て
取
れ
な

い
」
と
の
ご
意
見
に
対
し

高
橋
宏
顧
問
は
「
選
挙

区
、
定
数
の
見
直
し
な
ど

に
つ
い
て
、
次
の
選
挙
に

向
け
て
何
ら
か
の
ア
ク
シ

ョ
ン
が
起
こ
せ
る
よ
う
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
大
北
森
林

組
合
補
助
金
の
不
正
受
給

問
題
、
子
ど
も
の
性
被
害

防
止
や
ネ
ッ
ト
対
策
、
若

者
の
農
業
参
加
へ
の
期
待

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
今
後
の
県
政
課
題
に
対

し
て
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
臨
ん
で
い
く
覚
悟

を
各
議
員
が
再
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
く
絶
好
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

県
政
対
話
集
会

　東
御

ｉｎ

【
下
沢
議
員
】最
先
端
産
業
・

技
術
に
目
を
配
り
、
県
内
企

業
発
展
へ
の
手
を
差
し
伸
べ

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
必

要
だ
。

【
阿
部
知
事
】人
工
知
能
、
ロ

ボ
ッ
ト
、ナ
ノ
テ
ク
な
ど
さ
ら

な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、技
術

革
新
を
加
速
化
し
て
い
く
。

【
下
沢
議
員
】大
北
森
林
組
合

の
補
助
金
は
、
返
済
計
画
を

ど
う
立
て
さ
せ
、
ど
の
よ
う

に
返
済
さ
せ
て
い
く
の
か
。

【
阿
部
知
事
】組
合
は
、
元
専

務
の
賠
償
金
や
役
員
報
酬
の

返
納
金
を
原
資
と
し
て
経
営

再
建
を
行
い
事
業
収
益
を
確

保
し
返
還
す
る
と
し
て
い

る
。
し
っ
か
り
指
導
し
て
い

く
。

【
下
沢
議
員
】信
州
松
本
空
港

の
国
際
化
へ
の
具
体
策
は
い

か
が
か
。

【
阿
部
知
事
】一
昨
年
12
月
か

ら
「
路
線
拡
充
調
査
」
を
進

め
て
お
り
、
観
光
・
ビ
ジ
ネ

ス
両
面
か
ら
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

す
る
路
線
や
航
空
会
社
の
絞

り
込
み
を
検
討
し
て
い
る
。

調
査
を
踏
ま
え
実
現
に
向
け

取
り
組
み
を
加
速
化
す
る
。

【
下
沢
議
員
】子
ど
も
の
貧
困

の
連
鎖
を
防
止
す
る
た
め
に

は
学
習
支
援
策
の
充
実
を
図

る
べ
き
だ
。

【
阿
部
知
事
】意
見
募
集
中
の

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進

計
画
」
案
で
、
す
べ
て
の
子

ど
も
が
学
び
た
い
こ
と
を
学

べ
る
と
い
う
姿
を
示
し
て
い

る
。
給
付
型
奨
学
金
の
創
設

や
家
庭
の
補
完
機
能
を
持
つ

居
場
所
づ
く
り
を
促
進
し
て

い
く
。

【
下
沢
議
員
】県
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

協
定
に
係
る
農
林
業
分
野
対

応
方
針
」
を
出
し
た
が
、
今

後
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

【
阿
部
知
事
】国
の
品
目
別
対

策
を
最
大
限
活
用
し
、
攻
め

の
農
林
業
、
輸
出
促
進
、
地

消
地
産
を
推
進
し
て
い
く
。

【
下
沢
議
員
】長
時
間
労
働
の

是
正
を
、
信
州
な
ら
で
は
の

働
き
方
の
推
進
に
据
え
て
は

い
か
が
か
。

【
阿
部
知
事
】こ
の
2
月
に
は

私
が
座
長
の
「
長
野
県
働
き

方
改
革
・
女
性
活
躍
推
進
会

議
」
を
立
ち
上
げ
た
。
今
後

「
オ
ー
ル
信
州
」
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
下
沢
代
表
が
副
議
長
に
就

任
し
た
こ
と
に
伴
い
、
会
派

代
表
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。

　
会
派
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
県
政
改
革
の
理
念
を
共
有

し
、
県
政
に
常
に
新
し
い
風

を
送
り
、
未
来
の
信
州
を
創

っ
て
い
く
」
こ
と
を
も
と

に
、
県
民
生
活
の
向
上
と
県

　
2
月
定
例
県
議
会
で
、
我

が
会
派
の
下
沢
代
表
が
副
議

長
選
挙
に
立
候
補
し
全
員
の

賛
成
を
得
て
第
94
代
副
議
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　
選
挙
に
先
立
ち
行
わ
れ
た

立
候
補
者
の
所
信
表
明
会
で

下
沢
代
表
は
、
「
し
っ
か
り

と
議
長
を
補
佐
し
公
正
な
県

政
運
営
に
邁
進
す
る
。「
こ
ん

に
ち
は
県
議
会
で
す
」は
、

よ
り
多
く
の
地
域
で
行
い
た

い
。
全
議
員
が
参
加
で
き
る

決
算
特
別
委
員
会
を
検
討
し

た
い
。
議
員
に
よ
る
海
外
研

修
は
、
知
事
と
と
も
に
信
州

を
宣
伝
し
て
い
き
た
い
。
」

と
、
県
議
会
の
さ
ら
な
る
活

性
化
を
め
ざ
す
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。

勢
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　
会
派
一
丸
と
な
っ
て
、
地

域
に
足
を
運
び
、
県
民
の
皆

様
と
対
話
す
る
よ
う
努
め
、

ま
た
、
不
断
の
議
会
改
革
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、ご
支
援・ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成28年度当初予算の姿
　予算総額は、公債費が減少する一方、地方創生総合戦略の
施策の具体化、社会資本の重点的な整備に取り組んだほか、社
会保障関係費や県税交付金等の増加により、平成27年度当初
予算と比べ62億円の増額になりました。

義務的経費 その他の経費

平成27年度
当初予算
8,695億円

平成28年度
当初予算
8,757億円

〈＋62億円＋0.7%〉

公債費
1,367

人件費
2,541

扶助費

915
780

109160

941
〈+26〉

2,942
〈+10〉

2,551
〈+10〉

826
〈+46〉 

163〈＋3〉

1,334
〈△33〉

投資的経費、
補助費、物件費等
2,932

社
会
保
障
関
係
費

84

4,983億円 3,712億円

4,989億円
〈＋6億円 ＋0.1%〉

3,768億円
〈＋56億円 ＋1.5%〉

28当初＋2月補正 8,841億円〈＋37億円 ＋0.4%〉

県税交付金等

2
月
補
正（
国
補
正
対
応
）

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

会
派
代
表  

小
島 

康
晴

　2
月
17
日
に
開
会
し
た
二
月
定
例
県
議
会
は
、
３
月

16
日
ま
で
の
本
会
議
で
、
総
額
８
７
５
７
億
円
余
の
28

年
度
予
算
案
、
長
野
県
手
話
言
語
条
例
案
な
ど
知
事
提

出
の
74
議
案
を
審
議
、
早
期
議
決
済
み
の
2
議
案
と
合

わ
せ
全
76
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　会
期
末
の
役
員
改
選
で
は
、
下
沢
順
一
郎
代
表
が
副

議
長
に
選
任
さ
れ
、
常
任
委
員
会
構
成
は
別
表
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

　会
派
で
は
、
小
島
前
副
議
長
が
代
表
に
就
任
し
ま
し

た
。

２月定例
県 議 会

新
年
度
予
算
な
ど
を
可
決

新
年
度
予
算
な
ど
を
可
決

下
沢
代
表
が
代
表
質
問

下
沢
代
表
が
代
表
質
問


